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研究成果の概要 

キラルな外形をもつ結晶を与える化合物として、テトラフェニルエテンの結晶化とその外形観察を

行った。結晶化はトルエンを溶媒として結晶化したところ、良質な結晶が得られたが、外形によるキ

ラリティの判別は単一の角度からの観察では容易ではなく、写真による判別に課題が残った。一方、

昨年度より進めているヒドロベンゾイン、アスパラギン、γーグロン酸ラクトンの系では、いずれも結

晶の大きさが小さくラベリング作業に適さない顕微鏡写真であった。そこで、単一のキラリティをもつ

ヒドロベンゾインを用いて結晶化を行い、写真で撮影した結晶をすべて一方のキラリティとしてラベ

リングする手法を進めている。また顕微鏡写真に基づくキラリティ判別モデルの構築にあたり Single 

Shot Multibox Detector (SSD)や YOLOを用いて、比較検証を進めシステム構築に取り組む。 
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